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経済的負担少なく合格のチャンスが増える

一般選抜「3科目（均等配点）型」

一般選抜は前年度に準じた方式で実施す
る。一般選抜（前期日程）３科目型では、受験
者全員が「3科目（均等配点）型」の受験が必
須であり、その上で「3科目（英語外部試験利
用）型」と「3科目（共通テスト併用）型」を追
加の検定料なしで併願可能。経済的な追加負
担なしで３つの選抜方式の合否判定を受ける
ことができるため、大学入学共通テストを受験
した生徒や、英語資格を持っている受験生に
とっては合格のチャンスが広がる。

また、上記選抜方式に加えて、「3科目（均
等配点）型」で受験した３科目のうち最高得点
科目または学科・コースが指定する科目の得
点を２倍にして合否判定する「3科目（科目重
視）型」が追加検定料10,000円で併願可能
となる。得意科目がある受験生や苦手な科目
を他の科目でカバーしたい受験生にとって最
適な選抜方式だ。

奨学金の対象となる選抜制度としては、一
般選抜「3科目（均等配点）型」における成績
上位者100名と、国公立大学前期日程の合格
発表後に出願期間を設ける「大学入学共通テ
スト利用選抜（後期日程５科目スカラシップ
型）」の合格者全員について、入学金と初年度
の年間授業料を全額免除するスカラシップ制
度を用意している。

総合型選抜は学部ごとの選抜方式で

学修意欲や高校時代の活動を評価

総合型選抜（9月募集／ 11月募集）は、関
東学院大学を第一志望とする受験生のための
入学者選抜である。志望学部のアドミッショ
ン・ポリシーに沿って、科目の筆記試験だけで
は測ることができない、生徒の学修への意欲、
部活動や課外活動など、さまざまな活動や経
験を通じて身に付けた能力や態度などを評価
する。学部・学科／コースで設定したさまざま
な選抜方法（総合評価型、課題型、資格型）に
より、入学後に必要な総合的学力としての「知
識・技能」「思考力、判断力、表現力」に加え、

「主体的に多様な人々と協働して学ぶ態度」を
多面的、総合的に評価する。

学校推薦型選抜（指定校）では高校までに

身につけた基礎学力や学修意欲を評価

学校推薦型選抜（指定校）は、過去の進学
実績や教育連携、高等学校における学習成果
等を鑑み、同学が指定した高等学校、日本語
学校、機関等の推薦に基づいて提出書類・面
接による選抜を実施。高等学校までの学習で
身に付けた基礎学力や活動履歴、学習意欲等
を中心に「知識・技能」「思考力・判断力・表現
力」「主体的に多様な人々と協働できる態度」
を多面的、総合的に評価する。

近年、志願者が大幅に増加している関東学院大学。その要因として、同学が推進する「社会連携教
育」が受験生の共感を得ていることが挙げられる。企業や自治体、地域社会、海外大学などと連携し
たプログラムで、社会で活きるスキルを養成。そうした学びの基盤となる資質を選抜で問う。

サイトでは大学紹介や学び紹
介（学部紹介、模擬授業）、試
験準備講座、キャンパス案内
など、100以上の動画コンテ
ンツを公開しています。オープ
ンキャンパス参加前にオンライ
ンでも関東学院大学を体験い
ただけます。

お問い合わせ先：アドミッションズセンター　〒236-8501 神奈川県横浜市金沢区六浦東1-50-1　TEL.045-786-7019

アドミッションズセンター
副センター長
安田 智宏

期待する受験生像

高校までの「勉強」と異なり、大学で取り組むのは「学問」です。昨今は高校でも探究学習

が進んでいますが、大学ではさらに踏み込んで、「どうなっているのか」「なぜなのか」という

問いを自ら立て、探究していく学びが中心になります。自ら立てた問いを探求していくためには

幅広い教養や視野が必要ですが、その資質を養う原点は高校までの勉強にあります。まずは、

高校での勉強をしっかり積み重ね、大学での学びに備えてください。「社会連携教育」など、

関東学院大学にはみなさんの探究心を後押しする学びの環境が整っています。

関
東
学
院
大
学

実
体
験
を
伴
う
学
び
の
場
「
社
会
連
携
教
育
」
に
つ
な
が
る
資
質
を
入
学
者
選
抜
で
評
価

関東学院大学
Open Campus

Online

68 大学入試解体新書




